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 論文題名 
Is the number of covered intercostal arteries a predictor of postoperative spinal cord 












いる。                               
                                         
 研究方法   
   2006 年 1 月から 2016 年 2 月まで、当院で TEVAR を受けた全ての患者について、
収集されたデータベースによりレトロスペクティブにレビューを実施した。術前後に
thin スライスの造影 CT を施行し、肋間動脈の評価を行った。SCI に関する術前の人
口統計、処置関数、および臨床的詳細を調べた。 ロジスティック回帰分析を行って、
SCI の発症の危険因子を同定した。                       
 
研究成績及び考察 
   研究期間中に TEVAR を施行した 263 例の内、11 例（4.1％）に脊髄虚血を発症し
た。脊髄虚血を発症した患者の平均年齢は 69.8±9.4 歳で、9 例が男性であった。術
前の開存する肋間動脈の平均本数は、10.1 本であった。SCI 群と No SCI 群で、開存
肋間動脈の本数に有意な差を認めなかった。一方、ステントグラフトによるカバーし
た肋間動脈の本数は、4.8 本であった。ＳＣＩ群の方が、No SCI 群よりカバーした本
数が有意に多かった(8.3 ± 2.9 in SCI vs 4.7 ± 3.2 in No SCI, P = .001)。ROC 曲
線分析を使用して、脊髄虚血のリスクになるステントグラフトによってカバーされる
ICAの数を決定した。（AUC = 0.80）カットオフ値を肋間動脈6本であった（感度42％、
特異度 91％）。TEVAR において、多変量解析は、ステントグラフトによる 6 本以上
の肋間動脈のカバーのみが脊髄虚血の重大な危険因子であることを示した。(odds 
ratio [OR], 10.9; 95% confidence interval [CI], 1.26-94.4; P=.029)         
                                         
 
結論 
   カバーされた肋間動脈の数は、TEVAR 後の術後 SCI の予測因子となる。 ステント
グラフトで 6 本以上の肋間動脈をカバーする患者は、より注意深い周術期管理が必要
であると考えられていました。                         




（平成 29 年 3 月 31 日授与） 
報告番号 甲第 2950 号 氏  名 黒田 陽介 
 
論文審査 
担 当 者 
主査 教授 川原田 修義 副査 教授 三浦 哲嗣 




Is the number of covered intercostal arteries a predictor of postoperative 
spinal cord ischemia after thoracic endovascular aortic repair? 
（胸部大動脈ステントグラフト内挿術における肋間動脈閉塞本数は術後脊
髄虚血の予測因子となるか？） 
 
結果の要旨 
 
 ・本研究では、胸部大動脈ステントグラフト内挿術を施行した症例の術後成績を後ろ向
きに検証することによって、術後脊髄虚血のリスク因子を検討した。今まで報告されてい
ない肋間動脈の評価を行い、ステントグラフトによる肋間動脈の閉塞本数が新たなリスク
因子になることを明らかにした。その研究に関して、博士（医学）の学位授与に値すると
審査委員全員に認められた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
